平成24年度当初予算　　　支出科目　款：農林水産業費　項：林業費　目：県産材流通対策費

	事業名: 森と木とのふれあいフェア開催事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　　　　　　　　
　　　　　　　　　林政部　県産材流通課　県産材需要拡大担当　電話番号：058-272-1111（内3014）

　　　　E-mail：c11545@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：1,920千円（前年度予算額：1,920千円）
	事業内容


	１　事業の内容


（１）森と木とのふれあいフェア２０１２の開催
県内各地の林業・木材産業者約60団体が一堂に会し、来場者に事業ＰＲを行うためのフェアを、１０月第４土日に県庁前芝生広場において、岐阜県農業フェスティバルと同時に開催する。
	２　所要経費


（１）森と木とのふれあいフェア開催事業費　1,920
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅱ　ふるさと岐阜県の資源を活かした活力づくり
　  ２　儲かる農業・林業・畜産業を実現し、持続可能な農山村をつくる
・消費者に対し、木の良さなどをＰＲする「木づかい運動」などの普及啓発を推進する
	２　これまでの取組状況


平成１２年から農業フェスティバルと同時開催することで相乗効果を高めている。
農業フェスティバル来場者は、平成２０年度に１６万８千人、平成２１年度に１８万３千人、平成２２年度に１９万２千人、平成２３年度１８万１千人と非常に多くの集客があり、これに伴い森と木とのふれあいフェアへの来場者数も多い。
県内の林業・木材関係団体が共催金、協賛金として、事業経費の３分の２を負担する共同事業として実施している。
	３　これまでの取組に対する評価


県内の関係団体・グループが独自に工夫した企画により、各種体験や木材、木製品の展示ＰＲなどを行うことで、一般の方に林業や林産物を普及し、林業・木材産業の振興に繋げている。
毎年の秋の恒例イベントとして来場者も多く、林業・木材産業をＰＲする格好の機会であることから、今後も継続して開催していく。
	１月２０日時点の査定額の考え方


	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	1,920
	0
	0
	0
	0
	0
	1,330
	0
	590

	要求額
	1,920
	0
	0
	0
	0
	0
	1,330
	0
	590

	1月20日時点査定額
	1,920
	0
	0
	0
	0
	0
	1,330
	0
	590

	決定額
	1,920
	0
	0
	0
	0
	0
	1,330
	0
	590


